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　財政健全化法に基づき算定した健全化判断比率および資金不足比率を公表します。 令和7 年度決算に係る指標は、

いずれも基準を下回っています。 今後も将来の町の財政を圧迫しないよう、 財政の健全化につとめていきます。
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※実質赤字比率と連結実質赤字比率は、 令和 7 年度も
　 黒字決算であり、 赤字がないため算定されません。
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会計 財政健全化基準
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国民健康保険上中診療所事業 ％ ー （－）

若狭町の比率

（　） 内は R6 年度値

　借入金の返済額およびこれに準じる額の標準財政規模

に対する割合を指標化したもので、 数値が低いほど健

全であると言えます。

　借入金や負担等の残高の程度を指標化し、 将来町の

財政を圧迫する可能性の高さを示すもので、 数値が低

いほど健全であると言えます。

　公営企業等の資金不足額を、 料金収入等の事業規模と

比較して指標化したもので、 経営健全化基準以上となった

場合には、 経営健全化計画を定めなければなりません。
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　地方公共団体の財政状況を客観的に測るための指標で

あり、 財政の健全化や再生の必要を判断するために使用

されます。
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